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三重県観光審議会の審議状況 
 
１ 委員名簿                     ※１２名 （敬称略／５０音順） 

氏 名 所 属 ・ 役 職 名 備 考 
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 東京未来大学 モチベーション行動科学部 准教授 会長 
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有限会社ＯＺ 代表取締役 
（エコツアー海島遊民くらぶ 代表） 

 

孔
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 怡
い

 
株式会社天怡 代表取締役 
（国土交通省観光庁「VISIT JAPAN 大使」） 

 

沢登
さわのぼり

 次彦
つぐひこ

 
株式会社リクルート 
 じゃらんリサーチセンター センター長 

 

千種
ちくさ

 清美
きよみ

 
フリーライター、皇學館大学非常勤講師 
（地域誌「伊勢志摩」元編集長） 

 

中村
なかむら

 直美
なおみ

 
株式会社交通新聞社 広告事業部 部長 
（三重県「みえの国観光大使」） 

 

萩
はぎ

 美香
みか

 
株式会社ケイダッシュステージ 女優 
（三重県「みえの国観光大使」） 

 

濱田
はまだ

 典保
のりやす

 株式会社赤福 代表取締役社長  

ベルナール・デルマス 
日本ミシュランタイヤ株式会社 代表取締役社長 
（国土交通省観光庁「VISIT JAPAN 大使」） 

 

本保
ほんぽ

 芳明
よしあき

 
首都大学東京 都市環境科学研究科 観光科学域 教授 
（元観光庁長官） 

 

森口
もりぐち

 明好
あきよし

 
公益社団法人三重県観光連盟 会長 
（三重交通株式会社 代表取締役社長） 

副会長 

山田
やまだ

 桂一郎
けいいちろう

 
スイスツェルマット観光局 ＪＴＩＣ．ＳＷＩＳＳ 代表 
（国土交通省観光庁「観光カリスマ」） 

 

２ 審議状況  ※ 県議会戦略企画雇用経済常任委員会説明資料より 
（１） 第３回審議会  平成２４年７月３日 

諮問事項 
① 三重県観光のターゲットについて 
② 周遊性・滞在性の向上について 
③ 県民の観光行動の促進について 

調査審議結果 

三重県観光振興基本計画及び「三重県観光キャンペーン」を実施するにあたり、
三重県観光のターゲットの考え方などについて事務局の考え方を説明し、委員か
ら意見をいただいた。 
ターゲットについては、「属性別にさらに細かい分析が必要。この層が、消費額
の増加にどうつながるかなど、基本計画との整合性も必要。」などの意見をいただ
いた。これらの意見を今後、キャンペーン等に生かしていく。 

（２） 第４回審議会  平成２５年２月１８日 

諮問事項 
① 式年遷宮に対する首都圏等での反応について 
② ポスト遷宮について 

調査審議結果 

・ 式年遷宮については、首都圏においてもテレビや雑誌など多くのマスコミに
取り上げられている。前回（２０年前）の遷宮時には、このような反応はなか
ったのでこの機会に、しっかりと魅力を伝える必要がある。 
・ リピーターになってもらうためには、満足度を向上させる必要がある。その
ためには、交通渋滞対策が重要である。 
・ 遷宮効果をポスト遷宮につなげるためには、来訪者が何に満足し、何が期待
はずれであったのかを把握すること（マーケティング）が重要である。 
・ 首都圏での情報発信については、情報を集約したうえで、一体的に三重をＰ
Ｒしていく必要がある。 

 











































17 地域別の状況

「宿泊」 20.0% 「宿泊」 8.6% 「宿泊」 63.8% 「宿泊」 10.7% 「宿泊」 18.6%

「日帰り」 80.0% 「日帰り」 91.3% 「日帰り」 36.2% 「日帰り」 89.3% 「日帰り」 81.4%

「愛知県」 28.6% 「県内」 76.2% 「愛知県」 21.4% 「その他関西」 24.7% 「県内客」 57.3%

「県内」 26.7% 「愛知県」 7.5% 「県内」 19.9% 「県内」 23.5% 「愛知県」 14.0%

「その他関西」 17.4% 「その他関西」 7.0% 「その他関西」 17.2% 「愛知県」 22.9% 「その他関西」 12.6%

※多方面からの集客が特徴

「子ども連れの家族旅行」 「夫婦旅行」 「子ども連れの家族旅行」 「子ども連れの家族旅行」 「夫婦旅行」 26.1%

39.5% 30.5% 32.2% 35.7% ※「一人旅」12.6%が特徴的

「ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ等」 34.3% 「自然や風景」 40.1% 「おいしいもの」 49.6% 「自然や風景」 55.4% 「おいしいもの」 51.9%

「自然や風景」 31.3% 「おいしいもの」 37.6% 「ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ等」 45.7% 「おいしいもの」 32.9% 「自然や風景」 40.4%

「参拝」 44.3%

96.2% 96.3% 77.8% 91.3% 95.5%

84.0点 79.1点 83.6点 81.3点 80.4点

※「テーマパーク等」＝「テーマパーク・水族館」、「おいしいもの」＝「おいしいものを食べる」、「自然や風景」＝「自然や風景を見てまわる」

※「関東」10.3%など遠方からの
 集客が特徴

北勢地域 中南勢地域 伊勢志摩地域

平均利用総額
（日帰り客）

総合満足度
（評価点）

5,130円

33,019円

伊賀地域 東紀州地域

三重県内の
交通手段
（自家用車）

平均利用総額
（宿泊客）

同行者
（最多項目）

居住地
（上位３件）

滞在種別

主な旅行目的

20,188円 17,694円 27,675円 21,728円

3,363円 10,025円 5,703円 6,884円







 

 用語の説明 

 

<あ行> 

伊勢志摩学生団体誘致委員会 

  伊勢志摩地域への修学旅行誘致に取り組むため、関係市町、観光事業者、

観光関係団体等により組織された団体。 

 

（公社）伊勢志摩観光コンベンション機構 

伊勢志摩地域の観光振興、コンベンション誘致、フィルムコミッション活

動等、広域観光戦略を推進するため、同地域の市町、観光事業者、観光関係

団体等により組織された団体。 
 
伊勢地域観光交通対策協議会 

伊勢神宮周辺の交通渋滞を緩和することを目的として、国、県、地元市、

地域の住民団体、交通事業者等により組織された団体。 
 

医療観光 

  居住国とは異なる国や地域を訪ねて医療サービス（診断や治療など）を受

けること。 

 

美
うま

し国おこし・三重 
地域のさまざまな主体が、地域の特色ある自然や歴史・文化などを活用し

て自発的に取り組む地域づくりを基本に、平成 21（2009）年から平成 26

（2014）年までの６年間にわたって、多彩な催しを展開することにより、地

域の魅力や価値を向上させ、発信するとともに、集客交流の拡大を図り、自

立・持続可能で元気な地域づくりへとつなげていく取組。 

 

エコツーリズム 

地域ぐるみで、自然観察や歴史・文化など、地域固有の魅力を観光旅行者

に伝えることにより、その価値や大切さが理解され、保全につながっていく

ことをめざしていくしくみのこと。 

 
おもてなし三重観光ボランティアガイド協議会 

観光ボランティアガイド相互の連絡協調と発展を図り、おもてなしの心で

本県の観光振興に寄与することを目的として、県内のボランティアガイド団

体により組織された団体。 

 



 

 
<か行> 

北伊勢広域観光推進協議会 

北勢地域の広域観光による情報発信等を目的として、同地域の市町により

組織された団体。 

 

グリーン・ツーリズム 

緑豊かな農山漁村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しむ

滞在型の余暇活動。 

 
コミュニティビジネス 

  住民が主体となり、地域が抱える課題をビジネスの手法により解決し、ま

たコミュニティの再生を通じて、その活動の利益を地域に還元する事業。 

 
<さ行> 

産業観光 

 歴史的・文化的価値のある工場やその遺構、機械器具、最先端の技術を備

えた工場等を対象とした観光で、学びや体験を伴うもの。 

 

式年遷宮 

遷宮とは、神社の正殿
しょうでん

を造営・修理する際や、正殿
しょうでん

を新たに建てた場合

に、御神体を遷すこと。式年とは定められた年という意味で、伊勢神宮では

20 年に一度行われる。 

 
スケールメリット 

規模を大きくすることにより得られる効果のこと。 

 
鈴鹿Ｆ１日本グランプリ地域活性化協議会 

  鈴鹿Ｆ１日本グランプリの開催に伴い、周辺環境整備と受入体制の向上等

にかかる連絡調整など、観光資源を活用したおもてなし向上と地域活性化を

図ることを目的として、国、県、関係市町、企業等により組織された団体。 

 
<た行> 

中部広域観光推進協議会 

  中部地方の広域観光の推進を目的として、中部９県と３政令市、観光事業

者、観光関係団体等により組織された団体。 



 

 
東海地区外国人観光客誘致促進協議会 

「外国人観光旅客の来訪地域の多様化の促進による国際観光の振興に関す

る法律」に基づく「東海地区外客来訪促進計画」を推進するため、岐阜県、

静岡県、愛知県、三重県及び関係市町村により組織された団体。 

 

<な行> 

二次交通 

鉄道駅や空港等の交通拠点と目的の観光地を結ぶアクセス交通。自動車で

移動しない観光旅行者にとっては、路線バスをはじめ、観光地までのシャト

ルバスや乗り合いタクシーの運行など、交通の便の整備が旅行先を選ぶ重要

な要素となっている。 

 

日本政府観光局（ＪＮＴＯ） 

正式名称は、独立行政法人国際観光振興機構。海外における宣伝、外国人

観光旅行者に対する案内や来訪促進に必要な業務など、国際観光の振興を図

ることを目的とした法人。 
 

日本風景街道「伊勢熊野みち」推進協議会 

熊野古道伊勢路を軸とする東紀州を中心とした地域において、街道を生か

したまちづくり等に取り組むことを目的として、国、県、関係市町、地域の

住民団体等により組織された団体。 

 

ニューツーリズム 

テーマ性が強く、人や自然とのふれあいなど体験的要素を取り入れた新た

な旅行形態。地域の特性を生かすことが必要で、地域活性化につながる新し

い旅行のしくみ全体とも言える。 

 
<は行> 

ＨＡＣＣＰ(ハサップ) 

製造工程の各段階で発生する可能性のある危害を予測・分析し、衛生管理

上重要なポイント（加熱工程等）を定め、これを連続的に監視することによ

り製品の安全を確保する衛生管理手法。 

 

東紀州地域振興公社 

東紀州地域の観光振興、産業振興等を目的として、県と同地域の市町によ



 

り組織された団体。旧名は、東紀州観光まちづくり公社。 

 

フィルムコミッション 

映画、テレビ、ＣＭなどのロケーション撮影を誘致したり、実際のロケを

スムーズに進めるための機関。「ＦＣ」と略される。 

 
プレスツアー 

メディア関係者を観光地等に招き、その魅力のＰＲ等を通じてメディアへ

の掲載、放映等につなげていくこと。 

 
ヘルスツーリズム 

病気やけがの治療・療養のほか、美容・痩身、ストレス解消、体力増強な

ど健康増進を目的とした旅行。 

 
<ま行> 

三重県営業本部 

県産品等の認知度向上と販売促進等に取り組むために設置した、知事を本

部長とする組織。 

 
三重県外国人観光客誘致促進協議会 

  外国人観光旅行者を本県に誘致するため、県、関係市町、観光事業者、観

光関係団体等により組織された団体。 

 
三重県観光キャンペーン 

 平成２５年の神宮式年遷宮、平成２６年の熊野古道世界遺産登録１０周年

という三重県への誘客の好機を生かして、県民の皆さんや市町、事業者等と

一体となって、平成２５年４月から３年間に亘り展開するキャンペーン。三

重の観光の「予感（旅への期待感）」を醸成し、観光客の方々の周遊性・滞

在性を向上させ、魅力的な三重の旅を「体感（滞在中の体験）」いただき満

足度を高め、再び三重を訪れたいという「実感（あとから湧き上がる感

動）」につなげていくことを目的とする。 
 それにより、三重の魅力を深く理解していただく「三重県観光の共感者

（三重ファン、リピーター）」を増加させ、神宮式年遷宮後も多くの観光客

が継続的に訪れていただける魅力あふれた観光地の構築を目指すもの。 

 

三重県観光キャンペーン地域部会 



 

 三重県観光キャンペーンの展開にあたり、各地域の新たな魅力の掘り起こ

しや特色を生かした企画を実施していくため、県内５地域に設置する組織。

各対象地域内に所在する行政機関、観光関係団体等をもって構成する。 

 

みえ旅案内所 

 三重県観光キャンペーンにおいて、観光客の県内各地への周遊・滞在の促

進、並びにおもてなしの向上を図るため、県内各市町観光案内所、道の駅や

協力施設と連携して設置する、観光情報提供やみえ旅パスポート発給・押印

等を行う案内所。 

 

みえ旅おもてなし施設 

 三重県観光キャンペーンにおいて、みえ旅パスポートの提示により、割引

やプレゼント等の各種サービスを提供することで、観光客をもてなす施設。

観光施設、飲食施設、宿泊施設等様々な施設の協力により設置。 

 

みえ旅パスポート 

 三重県観光キャンペーンの展開にあたり、観光客の周遊性・滞在性を高め

るためにみえ旅案内所で発給する、スタンプラリー機能、ステージアップ機

能（ファーストステージからセカンドステージ、プレミアムステージへとス

テージアップ）、クーポン機能を併せ持つパスポート。 

 

三重テラス 

 「食」や「観光」、「歴史」、「文化」、「産業」など三重の魅力の情報発信、

三重ゆかりの店舗や企業等との連携など、さまざまな人々との交流や感動と

の出会い、新しいアイデアの創出などにつながる営業活動を総合的に進め、

県内への観光誘客や県産品の販路拡大につなげていくための、三重県の首都

圏営業拠点。「ショップ」「レストラン」「多目的ホール」などの機能を備え、

平成２５年９月２８日、東京日本橋にオープン。 

 

三重の観光営業拠点運営協議会 

旅行商品の流通促進、観光と物産の情報発信等、市場や消費者に向けての

継続的な事業展開を通じて、観光旅行者の来訪機会や周遊性・滞在性の向上、

県内への一層の誘客や県内での消費拡大等を目的として、県、市町、関係団

体により組織された団体。 
 

みえフードイノベーション 



 

農林水産資源を活用し、生産者や食品産業事業者、ものづくり企業等の多

様な業種や、大学、研究機関、市町、県などの産学官のさまざまな主体の知

恵や技術を結集し融合することで、地域が抱える課題を解決し、新たな商品

やサービスを革新的に生み出すしくみのこと。 

 
みえ地域コミュニティ応援ファンド 

県内各地域において、地域課題を解決するビジネスや地域の資源を活用す

るビジネスを創出していくために必要な、初期段階の必要経費に対して資金

面から支援する制度。 

 
みえ農商工連携推進ファンド 

農林漁業者と中小企業者の連携を強化し、お互いの経営資源を活用した取

組を支援するため、農商工等連携体による新商品・新サービスの開発や販路

開拓、大学・公設試験研究機関等と連携した研究開発に対して資金面から支

援する制度。 

 
ミッション 

  県、市町、観光事業者、観光関係団体等が連携して、海外への訪問団を結

成し、現地の政府関係者、旅行会社、航空会社等に対して、直接、本県の観

光ＰＲを行い、誘客につなげていく活動。 

 
宮川流域エコミュージアム 

宮川流域全体を博物館と捉え、地域の環境をそれらが本来ある場所で保全

するとともに、住民自らが魅力的な地域づくりを行うことで、地域経済の活

性化や地域振興を図るもの。 

 
メディアミックス 

メディアとは、媒体、手段。特に、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ等の媒体

をいう。メディアミックスとは、広告の目的・対象によって広告の手段を選

択し、複数の媒体を連動させて効果を引き出す広告手法をいう。 

 

<や行> 

吉野・高野
こ う や

・熊野の国 
三重、奈良、和歌山の３県が世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を中心

とした紀伊地域の観光振興と地域活性化を図るため、世界遺産等を活用した

事業に共同で取り組む広域連携のシンボルとして建国。 



 

 みえの観光振興に関する条例 
平成23年10月20日 

三重県条例第34号 

目次 
 前文 
第１章 総則（第１条－第３条） 
第２章 観光の振興に関する役割等（第４条－第８条） 
第３章 観光の振興に関する基本的施策 
第１節 国内外に対する観光宣伝活動の強化（第９条－第12条） 
  第２節 魅力ある観光地の形成及び人材の育成（第13条－第16条） 
第３節 観光旅行を促進するための環境の整備（第17条－第20条） 
第４章 観光の振興に関する施策の推進（第21条－第24条） 
第５章 三重県観光審議会（第25条－第31条） 
 附則 

 

古くからお伊勢参りは「日本人の旅の原点」ともいわれ、全国各地の人々が

強く思いを寄せる憧れの旅として、多くの人々を惹
ひ

き付けてきた。私たちの郷

土三重県は、そのような旅人たちを温かく迎え、もてなしの心を今に伝えてき

た地である。また、伊勢国
いせのくに

、志摩国
しまのくに

、伊賀国
いがのくに

及び熊野川以東の紀伊国
きいのくに

と呼ばれ

た地域で構成される本県では、縦横に発達した街道交通の要衝の地として県内

各地が賑
にぎ

わい、人、情報、文化等の交流の場が形成されてきた。 

観光振興の取組は、その地に住む人々が先人から受け継いだ自然、歴史、文

化等を大切に守りながら、自らの地域の個性を磨き上げ、かつ、地域の存在価

値を確立させる過程を通じ、郷土に対する誇りを持ち、愛着を感じることので

きる社会の実現に貢献するものである。また、観光産業は多様な分野における

特色ある事業活動によって構成されることから、地域経済の活性化、地域にお

ける雇用の創出等本県経済のあらゆる領域において、その発展に寄与すること

が期待されている。 

しかしながら、近年の観光をめぐる情勢は、観光旅行者の需要の高度化、観

光旅行の形態の多様化等著しく変化するとともに、全国各地の観光地間競争は

激しさを増している。県内の観光地が訪れる人々を魅了し、かつ、これからも

選ばれるためには、観光の振興に関する取組と県民生活の向上に寄与する取組

が一体的に促進されるとともに、観光産業を本県の経済を牽引する産業の一つ

として、その持続的かつ健全な発展に取り組んでいくことが必要である。 

このような考え方に立って、県、市町、県民、観光事業者及び観光関係団体

が協働して、観光産業を地域に密着した産業として大きく育て、本県の観光の

振興に取り組むことにより、個性豊かで活力に満ちた地域社会の実現を図るた

め、この条例を制定する。 



 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、本県の観光の振興に関し、基本理念を定め、及び県の責

務、市町の役割等を明らかにするとともに、観光の振興に関する施策の基本

となる事項を定めることにより、観光の振興に関する施策を総合的かつ計画

的に推進し、もって県民生活の向上及び本県の経済の発展に寄与することを

目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

（１）観光資源 優れた自然の風景地、歴史的風土、文化的所産、豊かな食

文化、多様な分野における産業、観光の振興に寄与する専門的知識及び

技能を有する人材その他の観光の対象となる資源をいう。 

（２）観光事業者 観光に関する事業を営む者をいう。 

（３）観光関係団体 観光事業者で組織される団体その他の観光に関する事

業を行う団体をいう。 

（４）県民等 県民、観光事業者及び観光関係団体をいう。 

（５）観光行動 県内の観光地を訪れる観光旅行を行うことをいう。 

（６）誘客活動 観光旅行者の来訪意欲の増進を図り、県内の観光地に誘致

することをいう。 

（基本理念） 

第３条 本県の観光の振興は、次に掲げる事項を基本として行われなければな

らない。 

（１）観光産業の持続的かつ健全な発展が図られること。 

（２）県、市町及び県民等がそれぞれの役割を担いつつ連携が確保されるこ

と。 

（３）本県の観光資源が有する魅力を生かして県内外からの観光旅行が促進

されること。 

（４）観光旅行者の満足度の向上が図られること。 

（５）本県の観光資源が有効に活用され、かつ、次の世代に継承が図られる

こと。 

（６）地域の環境の保全と観光旅行を促進するための環境の整備との調和が

図られること。 
 

第２章 観光の振興に関する役割等 

（県の責務） 



 

第４条 県は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、

県域全体に係る観光の振興に関する施策を総合的かつ計画的に策定し、及び

実施する責務を有する。 

２ 県は、市町及び県民等が相互に連携して観光の振興に関する取組を行うこ

とができるよう必要な調整及び支援を行うものとする。 

（市町の役割） 

第５条 市町は、基本理念にのっとり、当該市町の区域の特性を生かした観光

の振興に関する施策を策定し、及び実施するよう努めるものとする。 

（県民の役割） 

第６条 県民は、基本理念にのっとり、観光に対する関心及び理解を深め、魅

力ある観光地の形成に積極的な役割を果たすよう努めるものとする。 

（観光事業者の役割） 

第７条 観光事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動を行うに当たって

は、観光旅行者の満足度の向上に努めるものとする。 

２ 観光事業者は、県、市町、観光関係団体及び地域における他の産業の事業

者との連携協力に努めるものとする。 

（観光関係団体の役割） 

第８条 観光関係団体は、基本理念にのっとり、観光事業者間の連携の促進を

図りつつ、観光宣伝活動の実施、観光旅行者の受入体制の整備その他の観光

の振興に関する取組に努めるものとする。 

２ 観光関係団体は、前項の取組を行うに当たっては、県、市町その他の団体

との連携協力に努めるものとする。 
 

第３章 観光の振興に関する基本的施策 

第１節 国内外に対する観光宣伝活動の強化 

（本県及び県内の観光地の情報提供の充実強化） 

第９条 県は、本県及び県内の観光地の情報提供の充実強化を図るため、印刷

物、情報通信技術その他の媒体を活用し、観光宣伝活動の促進等に必要な施

策を講ずるよう努めなければならない。 

（観光旅行者の来訪及び滞在の促進） 

第10条 県は、国内の観光旅行者の来訪及び滞在の促進を図るため、観光旅行

者の需要の高度化に対応した旅行商品の開発その他の誘客活動の実施等に必

要な施策を講ずるよう努めなければならない。 

（外国人観光旅客の来訪の促進） 

第11条 県は、外国人観光旅客の来訪の促進を図るため、本県の観光資源を活

用した海外における誘客活動の実施、外国人観光旅客の受入体制の整備等に



 

必要な施策を講ずるよう努めなければならない。 

（広域的な課題への対応） 

第12条 県は、県の区域又は市町の区域を越えた広域的な課題への対応を図る

ため、観光地間の連携及び交流の促進等に必要な施策を講ずるよう努めなけ

ればならない。 

第２節 魅力ある観光地の形成及び人材の育成 

（地域の特性を生かした魅力ある観光地の形成） 

第13条 県は、地域の特性を生かした魅力ある観光地の形成を図るため、観光

資源の発掘若しくは創出又は活用等に必要な施策を講ずるよう努めなければ

ならない。 

（観光の振興に寄与する人材の育成） 

第14条 県は、観光の振興に寄与する人材の育成を図るため、観光事業に従事

する者及び観光の振興に意欲を有する者の知識及び能力の向上等に必要な施

策を講ずるよう努めなければならない。 

（新たな観光旅行の分野の開拓） 

第15条 県は、新たな観光旅行の分野の開拓を図るため、自然体験活動、農林

漁業に関する体験活動等を目的とする観光旅行その他の多様な観光旅行の形

態の普及等に必要な施策を講ずるよう努めなければならない。 

（県民の観光行動の促進） 

第16条 県は、県民の観光行動の促進を図るため、本県の観光資源に関する知

識の普及、理解の増進その他の郷土に対する誇りと愛着の醸成等に必要な施

策を講ずるよう努めなければならない。 

第３節 観光旅行を促進するための環境の整備 

（観光地における良好な景観の形成） 

第17条 県は、観光地における良好な景観の形成を図るため、市町が行う景観

づくりの取組に対する支援等に必要な施策を講ずるよう努めなければならな

い。 

（観光旅行者の利便の増進） 

第18条 県は、観光旅行者の利便の増進を図るため、高齢者、障がい者、外国

人等を始めとする全ての観光旅行者が安全かつ快適に利用できる旅行関連施

設及び公共施設の整備の促進並びにこれらの利便性の向上等に必要な施策を

講ずるよう努めなければならない。 

（観光旅行の安全の確保） 

第19条 県は、観光旅行の安全の確保を図るため、観光地における防災対策、

観光旅行における事故の発生の防止、観光地における事故、災害等の発生の

状況に関する情報の提供等に必要な施策を講ずるよう努めなければならない。 



 

（交通基盤の構築） 

第20条 県は、観光の振興に資する交通基盤の構築を図るため、交通施設の整

備の促進、観光旅行者の移動の円滑化等に必要な施策を講ずるよう努めなけ

ればならない。 
 

第４章 観光の振興に関する施策の推進 

（基本計画） 

第21条 知事は、観光の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、

観光の振興に関する基本的な計画（以下「基本計画」という。）を定めるもの

とする。 

２ 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

（１）観光の振興に関する基本的な方針 

（２）観光の振興に関する主要な目標 

（３）観光の振興に関し、県が総合的かつ計画的に講ずべき施策 

（４）前３号に掲げるもののほか、観光の振興に関する施策を総合的かつ計

画的に推進するために必要な事項 

３ 知事は、基本計画を定めようとするときは、あらかじめ第25条の三重県観

光審議会に意見を求めるとともに、広く県民等から意見を聴き、議会の議決

を経なければならない。 

４ 知事は、基本計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければなら

ない。 

５ 知事は、毎年１回、基本計画に基づく施策の実施状況について公表しなけ

ればならない。 

６ 第３項及び第４項の規定は、基本計画の基本的な方針及び主要な目標の変

更について準用する。 

（観光に関する統計の整備等） 

第22条 県は、市町、観光事業者及び観光関係団体と連携して、観光に関する

情報の収集、動向の調査及び分析等を行い、並びに観光に関する統計の整備

を図るとともに、それらの成果を公表するものとする。 

（推進体制の整備） 

第23条 県は、市町及び県民等と円滑な連携及び協働を図り、観光の振興に関

する施策を推進するために必要な体制を整備するものとする。 

（財政上の措置） 

第24条 県は、観光の振興に関する施策を実施するため、必要な財政上の措置

を講ずるよう努めるものとする。 

 



 

第５章 三重県観光審議会 

（設置） 

第25条 本県の観光の振興に関する重要な事項について、知事の諮問に応じ調

査審議するため、知事の附属機関として、三重県観光審議会（以下「審議

会」という。）を設置する。 

（組織） 

第26条 審議会は、委員２０人以内で組織する。 

２ 前項の場合において、男女いずれかの委員の割合は１０分の４を下回らな

いものとする。ただし、知事がやむを得ない事情があると認めた場合は、こ

の限りでない。 

（委員） 

第27条 委員は、学識経験を有する者その他知事が適当と認める者のうちから、

知事が任命する。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第28条 審議会に会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理し、会

長が欠けたときはその職務を行う。 

（会議） 

第29条 審議会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 審議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 審議会の会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

（庶務） 

第30条 審議会の庶務は、農水商工部において処理する。 

（委任） 

第31条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会

長が審議会に諮って定める。 
 

附 則 
１ この条例は、公布の日から施行する。 
２ 三重県観光事業推進審議会設置条例（昭和 34 年三重県条例第 25 号）は、
廃止する。 


